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腎 悪 性 リ ン パ 腫 の1例
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A CASE OF RENAL MALIGNANT LYMPHOMA
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   Malignant lymphoma affects any organ of the body, but is rarely found in a urological organ. 

We found a case of renal malignant lymphoma. A 45-year-old male, who had been operated on 

for primary hepatic malignant lymphoma 9 months previously, was admitted to our clinic, complain-

ing of high fever. X-ray and ultrasonographic examinations suggested a metastatic tumor in the 

right kidney. 

   Right nephrectomy was performed, and pathohistological examination revealed primary hepatic 

malignant lymphoma in the right kidney.
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は じ め に

悪性 リンパ腫は全身のあらゆる臓器をおかすが,臨

床的に尿路系の症状を示すことは稀であるといわれて

いる1).今 回われわれは肝原発と思われる腎悪性 リン

パ腫症例を経験したので若干の文献的考察を加えて報

告する.

症

患 者 ・46歳,男 性

主 訴:発 熱

家 族歴:特 記 す る こ とは な い

現病 歴:1985年9月24日,

例

肝腫瘍の疑いで,当 院外

科にて肝左葉外側切除,脾 および胆嚢摘除術を施行さ

れた.病 理組織学的検査で悪性 リンパ腫と診断され,

その後にVEMP療 法が行われ た.某 院にて経過観

察されていたところ,1986年6月 頃より38～39℃ の

熱発が出現,悪 性 リンパ腫の再発が疑われた,そ のた

め諸検査が行われたところ,computcdtomography

(以下CT),静 脈性腎孟造影で右腎に占拠性病変を認

め,精 査目的で当科紹介され入院となった.

入院時現症 栄養中等度,腹 部横隔膜下に約25cm

の横 切開の手術搬痕あ り.全 身 リンパ節,左 腎は触知

せ ず.右 腎は 下 極 を 触知 し,表 面 は平 滑,弾 性 は硬 で

あ った.そ の 他 に異 常 所 見 は認 め な か った.

入 院時 検 査 成 績:血 圧98/64mmHg,脈 拍78/分 整

体 温38.4C,血 沈1時 間136mm,CRPI十.

血 液一 般 検 査:RBC382×lo4/mm3,Hb12.29/dl

Ht36.1%,Plt33.1xlo4/mm3,wBG6,700/mm:

(St.5%,Seg.25%,Ly.65%,Mo、3%,Eos3%,

Bas.0%,異 型 リンパ球0%).

血 液 生 化学 検 査:Na137mEq/1,K5.1mEq/1,

Cl105mEq/1,BUN13mg/dl,Cr1.1mg/dl,T.P.

8・59/dl,Alb3.79/dl,GOT771u/l,GPT681U

/l・LDH4211u/l,AIPlooIu/1,T-Bilo.7rng/dl,

ChE971u/1,フ ェ リチ ン1,146ng!ml,CEA1。4ng

!ml,α 一フ ェ トプ ロテ イ ンlng/ml以 下.凝 固機 能検

査:PTl分30秒,70%,APTT33.9秒,ヘ パ プ ラ

ス チ ン テ ス ト93%,血 漿 フ ィブ リ ノー ゲ ン363mg

/dl,尿 所 見.外 見 は 清 澄,pH6,i蛋 白(+),糖(一)

沈 渣RBc2～4/hpf,wBc～2/hpf.上 皮(十),

細 菌 培 養(一).

レ線 検 査 所 見 ・(胸 部 レ線)異 常 陰 影 は 認 め な い.

(静脈 性 腎 孟 造影)右 腎 孟 腎 杯 の 圧 排 変 形 を 認 め
,右

腎 上極 に 占拠 性 病 変 が 疑 わ れ る.左 腎 は 正 常 で あ る

(Fig.1)(血 管 造 影).右 腎 上極 の2/3程 度 を 占 め る
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Fig.1.入 院時のIVP:左 腎は正常,右 腎孟腎

杯の圧排変形を認め右腎上極に占拠性病

変が疑われる.
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Fig.2.右 腎 動 脈造 影:右 腎 上極 の2/3を 占め る

hypovascularな 腫 瘍 が み られ る.上 極

へ の枝 は密 度 が 粗 で,smoothencase-

mentを 呈す る枝 がみ られ る
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右腎摘出標本:上 極に境界不鮮明な黄

白色の弾性硬な部分がみられる

.='

Fig.3.A;前 回 手 術 後 のCT(1985年11月)両 側腎

と も正常

B;今 回 入 院 時 のCT(1986年7月)右 腎 に

内部不 均 一 なlowdensityの 腫 瘤 を 認 め

る

乏血 流性 の腫 瘍 を 認 め る.上 極 へ の 枝 は密 度 が 粗 で

smoothencasemcntを 呈 す る枝 もみ られ る.な お腎

動 脈塞栓 術 は 行 わ な か った(Fig.2).(CT)上 が肝

切除 時 のCTで あ る.両 側 腎 ともに 異 常 は認 め な い.

下 が肝 切除 術 後9ヵ 月経 過 し た 今回 入院 時 のCTで

あ る.右 腎上 極 に 内 部不 均 一 なlowdensityな 腫瘤

を認 め る(Fig.3).(超 音波 検 査)右 腎上極 に エ コ ー

レベ ルの 高 い 巨大 な 腫瘤 を 認 めた.以 上,転 移性 腎 腫

瘍 が 疑わ れ,1986年6月30日 手術 を 行 った.

手術 お よび経 過=右 腰部 斜 切 開で 右 腎摘 出術 を施 行

した.摘 出 標 本 では,腫 瘍 は 一 部腎 周 囲脂 肪 組 織 と癒

着 して お り,割 面 で は 上極 に 境 界不 鮮 明 な黄 白色 の弾

性硬 な 部分 が み られ た(Fig.4).病 理組 織 学 的 に は

肝(Fig.5A)お よび 腎(Fig.5B)と も に類 似 の 腫



654

題,

膨 ・

懸.
6.喧 宣

繋
Fig.5.A;肝 の病理 組 織 像

璽「

泌尿紀要34巻4号1988年

乞'顕

懇
㌶

も

箆

一 響 纏亀・'
B;腎 の病 理 組 織 像(H.E.,×100)

類似 の 腫瘍 細 胞 を認 め る.核 小 体 明瞭,核 膜

は厚 く,多 核 性 の核 を もつ,核 分 裂像 も多数

認め る.

竃

瘍細胞を認めた.腫 瘍細胞は核小体明瞭,核 膜は厚

く,多 核性の核をもちびまん性に浸潤増生している.

核分裂像も多数認める.以 上より肝原発性悪性 リンパ

腫の右腎転移と診断した.術 後施行した67Gaに よる

腫瘍シンチグラフfで は全身に異常集積像はなく,腹

部,骨 盤部CTで も異常は認めなかった.本 症例は

1986年10月 現在某院にて化学療法(VEMP療 法)中

である.

考 察

当科で経験 した転移性腎腫瘍は本症例が4例 目であ

る(Tablc1).腎 は種々の固形腫瘍や悪性血液疾患か

らの転移をしぼしば認める,そ れは,大 量の血流,豊

富な血管および腎実質の肥沃さなどが,腫 瘍細胞の付

Tabe1.転 移 性 腎 腫瘍

原発巣 症例数

食道癌

肺 癌

肝悪性 リンパ腫

2例

1例

1例

Table2.泌 尿生 殖 器系 に み られ た 悪性 リンパ腫

年令 初発 と思わ性別症 例

れる部位㈹

浸潤部位 その他

泌尿生殖器

着や成長に適した環境となるからであろうといわれて

いる2).し か し,木 邦においても種々の報告で指摘さ

れているが ごとくS-∈)転移性腎腫瘍が生存中に発見さ

れることは少ない.肝 原発の悪性 リソパ腫はTalamo

ら(1980)")が15症 例を報告 して いるにすぎないうえ

に,本 症例のごとく原発巣が肝で腎に転移した症例は

われわれが調べ得た限りではRovら(1970)s)の 報告

した1例 を認めるのみであった.当 科での泌尿生殖器

にみられた悪性 リンパ腫の経験例を示す(Table2).

悪性 リンパ腫の腎浸潤は,他 の悪性腫瘍と同様に剖

検時においては しばしぽ経験される.し かし,臨 床的

に尿路系症状を示すことは少ないといわれる1・9-;1)

自験例においても自覚的には何ら尿路系症状を訴えて

おらず,軽 度の顕微鏡的血尿と右腎腫大を認めるのみ

であった.ま た,悪 性 リンパ腫はその経過中に腫瘍細

胞が末梢血中に多数出現する場合があ り,悪 性 リンパ

腫の白血化と呼ぽれる.白 血化がおこると多くの臓器

に浸潤し,予 後が悪 くなる.末 棺血中に リンパ腫細胞

の出現を認めず,右 腎に充実性の腫瘤としてのみ転移

を認めたという症例は悪性 リンパ腫の進展様式から珍

しいと考える.

腎を含めた泌尿生殖器にみられた悪性 リンパ腫の治

療は,手 術療法,化 学療法および放射線療法の併用が

重要 とされている1'),し か し,腎 悪性リンパ腫は先に

述べた通 り臨床的に無症状のことが多い.症 状が出現

したとしても,そ れが悪性 リンパ腫の直接的な浸潤に

よるものか,ま たは治療の副作用としておこったもの

であるかの鑑別が困難である.す なわち,血 尿が薬剤

起因性の出血性膀胱炎や凝固系の異常によるものと,

あるいは腎不全状態が腫瘍細胞崩壊のための尿酸腎症

によるものと判断されることなどがあるD.さ らに腎

摘出後,最 近では生検後に確定診断がなされることが

多く,い ずれにしろ診断および治療開始は遅れる傾向

にある.杉 山ら(1983)3)は,転 移性腎腫蕩の診断に,

他部位に転移が認められない場合,確 定診断をつける

意味からも腎摘を施行すべきであるとしている.し た

がって,悪 性 リンパ腫症例では泌尿生殖器への浸潤の

可能性の高さを念頭におき,早 期発見のためにもCT,

静脈性腎孟造影などの諸検査による充分な経過観察が

必要かつ重要であると考える.

Y.K.29M右 頚部リンパ節 右畢丸

後腹膜リンパ節腫大K
.H.64M右 頚部リンパ節 による尿管閉塞

A.N.13M不 明

Y.M.46M肝

左睾丸

腎

肝 ・脳
上咽頭領域

左肺 ・脳

縦隔

肝

なし

結 語

肝原発と思われる腎悪性 リンパ腫の1例 を経験した

ので,若 干の文献的考察を加えて報告した.

(自験例》

本論文の要 旨は第116回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表 した.
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